
344 植 物 防 疫 第 56 巻 第 8 号 (2002 年)

ホ ソ へ リ カ メ ム シ集合 フ ェ ロ モ ン と

そ の一成分 に よ る 天敵卵寄生蜂の誘引
みず たに のぷ お

中央農業総合研究セ ン タ ー 水 毛子 信 夫
わ だ た か し

九州沖縄農業研究セ ン タ ー 和 田 節
ひ く・ ち ひ ろ や

中央農業総合研究セ ン タ ー ・ 北陸研究セ ン タ ー 樋 口 博 也

は じ め に

イ ネ や果樹で近年大 き な 問題 と な っ て い る カ メ ム シ類

で は ， 雄成虫が放出す る フ ェ ロ モ ン に 同種の雌雄成虫や
幼 虫 が 誘 引 さ れ る こ と が 多 く の 種 で 知 ら れ て い る

(MITCHELL and MAU， 1 971 ; BRENNAN et al.， 1 977 ; HARRIS 

and TODD， 1 980 ; MORIYA and SHIGA， 1 984 ; 守屋， 1 985 ; 
安 田 ・ 鶴町， 1 994 な ど) 。 こ れ ら カ メ ム シ 類の フ ェ ロ モ
ン は ， い く つかの種で物質が同定 さ れ (ALDRICII， 1 988 ; 
SUGIE et al.， 1996 な ど) ， 一部 は 合成が可能 と な っ た 。 合
成 フ ェ ロ モ ン を 防除手段 と し て利 用 す る た め に は ， フ ェ

ロ モ ン の機能 を 明 ら か に す る こ と が大切であ る が， 研究
が進ん でい る ミ ナ ミ ア オ カ メ ム シ Nezara viridula や チ

ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ Plautia crossota stali に おいて も 依

然不明 な点が多い。
一方， カ メ ム シ の フ ェ ロ モ ン に は， 同種他個体だ け で

は な く ， 天敵で あ る 寄生パ エ や卵寄生蜂が誘引 さ れ る こ
と がい く つかの種で知 ら れて い る (MITCHELL and MAU， 

1 971 ; HARRIS and TODD， 1 980 ; MORIYA and SII IGA， 1 984 ; 
Y ASUDA and TSURUMACHI， 1 995 な ど) 。 そ れ ら 捕食寄生者

は ， 寄主であ る カ メ ム シ の成虫や卵 を探索す る 際 に ， フ

ェ ロ モ ン を 探索手段のーっ と し て利用 し て い る 。 す な わ

ち ， 彼 ら は寄主の フ ェ ロ モ ン を “ カ イ ロ モ ン" と し て利

用 し て い る の で あ る 。
こ こ で は ， ダ イ ズ の 重 要 筈 虫 ホ ソ へ リ カ メ ム シ

Riptortus clavatus ( 口 絵写真) の 集 合 フ ェ ロ モ ン に つ
いて 明 ら か に な っ た 点 と ， そ の天敵卵寄生蜂 カ メ ム シ タ

マ ゴ ト ピコ パ チ に対す る 誘引効果お よ びそ の 防除素材 と

し て の利 用 の 試 み に ついて紹介す る 。

Aggregation Pheromone o f  Rψtortus clavatus， and 

Attractiveness of a Component of the Synthetic Pheromone to 

the Egg Parasitoid， Ooencyrtus nezarae. By N obuo 

MlZUTANI . Takashi W ADA and Hiroya HIGUCHI 
( キ ー ワ ー ド : ホ ソ へ リ カ メ ム シ ， カ メ ム シ タ マ ゴ ト ピ コ パチ，

集合 フ ェ ロ モ ン， カ イ ロ モ ン， 天敵， 卵寄生蜂， ダ イ ズ)

I ホ ソ ヘ リ カ メ ム シ の集合 フ ェ ロ モ ン

1 合成集合 フ ェ ロ モ ン によ る カ メ ムシの誘引

ホ ソへ リ カ メ ム シ で は， 雄成虫が雌雄成虫 を誘引 す る

こ と が知 ら れて お り ， 集合 フ ェ ロ モ ン の 介在が示唆 さ れ

ていた (NUMATA et al .， 1 990) 。 こ の雄成虫が放出 す る 集

合 フ ェ ロ モ ン は ， 3 物質 の混合物か ら な る こ と が近年明

ら か に さ れた ( 図 ー1 ) (LEAL et al . ，  1995) 。 本種の合成集

合 フ ェ ロ モ ン (以下合成 フ ェ ロ モ ン ) を誘引 源 と し た ト
ラ ッ プ を ， ダ イ ズ圃 場 と 実験棟脇 に 設置 し た と こ ろ ， い
ずれの設置場所で も ホ ソへ リ カ メ ム シ成 ・ 幼虫が捕獲 さ
れた (表 1) 。 カ メ ム シ は ， 1 O�1 l 月 に か け て 多 数誘殺

さ れ， ダ イ ズ圃 場 よ り も 実験棟脇で多い傾向が見 ら れた

( 図 一 2) 。 す な わ ち ， ホ ソ へ リ カ メ ム シ は ， 成 ・ 幼虫 と も

に 寄主植物群落か ら 遠 く 離れた場所 (実験棟脇) に 設置
し た ト ラ ッ プで， ダ イ ズ箇場での密度 が減少 す る 時期 に

多数の個体が誘殺 さ れた。 こ の結果 は ， ダ イ ズ圃 場以外
では不明な点が多いホ ソ へ リ カ メ ム シ の 生態 と ， 集合 フ

ェ ロ モ ン の機能 を 明 ら か に す る う え で大変興味深い。
2 合成 フ ェ ロ モ ン に誘引 さ れた 虫の生理状態

合成 フ ェ ロ モ ン を 誘 引 源 と し た ト ラ ッ プ に は， 自rst

feeding stage (初 め て 餌 を 食 べ始 め る 齢) で あ る 2 齢
幼虫が多数誘 引 さ れ た (表 1 ) 。 チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ

で は ， フ ェ ロ モ ン に 集ま る 虫 は， 餌植物体上の個体 に比

べ 胃 に 内容物が な く 脂肪体の 発達が劣 っ て お り ， 集合 フ

〈戸=人。〈=ヘ fJ\o�へ〈
(E)-2-hexenyl (E)-2-hexenoate (EE) (E)-2-hexenyl (Z)-3-hexenoate (EZ) 

人c/o

myristyl isobutyrate (MI )  
図 - 1 ホ ソ へ リ カ メ ム シ の 集合 プ エ ロ モ ン

合成 フ ェ ロ モ ン は， EE : EZ : MI = 5 : 1 : 1 の 混 合

物.
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表 - 1 合成集合 フ ェ ロ モ ン を誘引源 と し た 水盤 ト ラ ッ プ に よ る ホ ソ へ リ カ メ ム シ の誘殺

数叫 ( 1994)

カ メ ム シ 夏 ダ イ ズ圏場同 秋 ダ イ ズ 圃場b) 実験棟脇

発育ス テ ー ジ フ ェ ロ モ ン 対照 フ ェ ロ モ ン 対照 フ ェ ロ モ ン

1 齢 0 :t 0  ns 0 :t 0  0 士 o ns 0 士 O 0 . 05 :t 0 . 03 

2 齢 1 . 29 :t 0 . 45・ 0 :t 0  0 . 38 土 0 . 13' 0 土 O 1 . 37 士 0 . 21

3 齢 0 . 48 :t 0 . 17 ・ 。 土 O 0 . 24 土 0 . 13・ 。 :t 0 0 . 24 :1: 0 . 09 

4 齢 0 . 36 :t 0 . 12*  。 士 O 0 . 2 1 士 0 . 10 ・ 0 士 O 0 . 05 :t 0 . 03 

5 齢 0 . 03 土 0 . 03 ns 。 土 O 0 土 o ns 0 :t 0  0 . 02 :t 0 . 02 

雌成虫 2 . 74 士 0 . 42 ・ 0 . 03 :t 0 . 03 1 . 69 土 0 . 34 ・ 0 . 03 :t 0 . 03 2 . 25 土 0 . 44

雄成虫 3 . 35 :t 0 . 67・ 0 . 10 土 0 . 05 1 . 45 :t 0 . 28・ 0 . 03 :t 0 . 03 2 . 16 士 0 . 39

叫 3 日 当 た り の誘殺数 (平均値 士 標準誤差) ， b} $ : 対照 ト ラ ッ プ と の 聞 に 5% レ ベル で有

意差 あ り (t 検定) ， ns : 有意差 な し .
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図 - 2 合成集合 フ ェ ロ モ ン を誘引源 と し た 水盤 ト ラ ッ プに お げ る ホ ソ へ リ カ メ ム シ 成 虫 の 誘殺消

長 (1995)

エ ロ モ ン が餌資源の探索 ・ 利用 シ ス テ ム と 関連 し て い る

と 考 え ら れ て い る (守屋， 1 985 : 志賀 ・ 守 屋， 1 989) 。
ホ ソへ リ カ メ ム シ に つ い て も 2 齢幼虫が特異的 に誘引 さ
れ る こ と か ら ， 集合 フ ェ ロ モ ン に 同様の機能があ る と 考
え ら れた 。

そ こ で， 合成 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に 捕獲 さ れ た 成 虫

と ， ダ イ ズ圃 場 内 に 生息 す る 虫 の生現状態 を解剖 に よ り
比較 し た 。 そ の結果， 雌成虫 で は ， ダ イ ズ株上個体 に比
べ フ ェ ロ モ ン捕獲雌成虫 で， 胃 内容物が少 な く 既交尾の
個体が多 い傾向が見 ら れた (図-3) が， チ ャ パ ネ ア オ カ
メ ム シ で見 ら れた よ う な顕著な差は な か っ た 。 また ， 雄
成虫で は両者の 聞 に 差は認め ら れな か っ た ( デー タ 略) 。
よ っ て ， ホ ソへ リ カ メ ム シ成虫 で は ， ト ラ ッ プ捕獲個体
に 明確な生理的特徴 は認 め ら れず， 集合 フ ェ ロ モ ン に よ
る 誘引 が餌探索 ・ 利用 シ ス テ ム と し て機能 し て い る 証拠
は得 ら れな か っ た 。 今後， ホ ソ へ リ カ メ ム シ を は じ め と
す る カ メ ム シ類の集合 フ ェ ロ モ ン の機能 を 明 ら か に す る
た め に は， フ ェ ロ モ ン に 集ま っ て く る 虫 に と っ て の メ リ
ッ ト と と も に ， 一 定 の コ ス ト を か け て フ ェ ロ モ ン を 生
産 ・ 放出 し て い る 雄 に と っ て の メ リ ッ ト を 考 え る こ と が
大切だ と 思わ れ る 。

l ∞ ?も 胃 内容物
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図 - 3 ダ イ ズ株上 と フ ェ ロ モ ン に 誘殺 さ れ た ホ ソ へ リ カ

メ ム シ雌成虫の生理状態
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H 合成 フ ェ ロ モ ン に よ る 天敵卵寄生蜂の誘引

1 合成 フ ェ ロ モ ン に よ る カ メ ム シ タ マ ゴ ト ビ コ パ チ

の 誘 引

ホ ソ へ リ カ メ ム シ で は卵寄生 蜂が天敵 と し て重要な役

割 を 果 た し て い る (高須 ・ 広瀬， 1 985 ; H I l<OSE e t  a l . ，  
1 996 ; 水谷， 200 1 ) 。 こ の 卵 寄 生 蜂 が， 野外 で ホ ソ へ リ
カ メ ム シ の卵 を探索す る 際 に ， ホ ソ へ リ カ メ ム シ の集合

フ ェ ロ モ ン を探索の手がか り と し て い る 可能性が考 え ら

れ た 。 そ こ で， 合成 フ ェ ロ モ ン を誘引源 と し た粘着式の
ト ラ ッ プ を ， ダ イ ズ 圃場 と ホ ソ へ リ カ メ ム シ の餌植物が

ほ と ん ど な い 圏場外 に設置 し ， 卵寄生蜂が捕獲 さ れ る か
ど う か調査 し た 。

ダ イ ズ 闘場お よ び圃場外 と も に合成 フ ェ ロ モ ン を付 け
た ト ラ ッ プ に 多 数 の カ メ ム シ タ マ ゴ ト ピ コ パ チ Ooe n

cyrt凶 nezame 雌i 成虫 ( 口絵写真， 以下 ト ピ コ パ チ ) が
捕獲 さ れた (表 -2) 。 し た が っ て ， 集合 フ ェ ロ モ ン は，
トピコ パチ が ホ ソ へ リ カ メ ム シ卵 を 探す 際の手がか り と

な っ て お り ， カ イ ロ モ ン と し て 作用 し て い る と 考 え ら れ

た 。
カ メ ム シ の集合フ ェ ロ モ ン に 天敵が誘引 さ れ る 事例の

う ち ， ミ ナ ミ ア オ カ メ ム シ に寄生す る Tri cho þoda J;e n­
mμ s  (MrrcI IELL and MAU， 1 97 1 ; HAI�Iミ15 anc1 TODD， 1 980) 

や チ ャ パ ネ ア オ カ メ ム シ に寄生す る マ ル ボ シ ヒ ラ タ ヤ ド

リ パエ Gym nosoma rotu ndatum (MOIlIYA and SI lIι八，

1984) な ど の寄生ノ f エ で は ， フ ェ ロ モ ン を放出 す る 成虫

そ の も のが寄主であ る た め， フ ェ ロ モ ン は寄主 に 直結す

る 情報 と な っ て い る 。 こ れに 対 し ， ト ビ コ パチ な どの卵

寄生蜂では， 成虫が放出 す る フ ェ ロ モ ン は寄主であ る 卵
と 直接的に 結 び付 く 情報では な い。 し か し ， ホ ソ へ リ カ

メ ム シ の集合フ ェ ロ モ ン は雌成虫 も 誘引す る こ と か ら ，

フ ェ ロ モ ン が存在す る 場所に は寄主であ る 卵が存在す る
可能性が高 く ， 卜 ピ コ パ チが本 カ メ ム シ の集合 フ ェ ロ モ
ン を利用 す る こ と は， 適応、的 な行動 と 考 え ら れ る 。

2 合成 フ ェ ロ モ ン の 一成分 に よ る カ メ ム シ タ マ ゴ ト

ビ コ パ チ の誘 引

ト ビ コ パチ は寄主範囲が広 く ， ホ ソ へ リ カ メ ム シ以 外

に 1 0 種 の カ メ ム シ が寄主 と し て 知 ら れ て い る ( H 山OSE

et al . ，  1 996) 。 こ の よ う に 寄主範囲の広 い ト ビ コ パ チ が，

寄主であ る カ メ ム シ卵 を 探索 す る 際 に利用 し て い る 物質

は， ホ ソ へ リ カ メ ム シ の集合 フ ェ ロ モ ン と は組成や比率
等が奥な る か も し れ な い。 そ こ で， ホ ソ へ リ カ メ ム シ 集

合 フ ェ ロ モ ン の各成分 に 対す る ト ビ コ パチ の 反 応 を粘着

ト ラ ッ プに よ っ て 調 べ た 。

そ の 結果， 集合 フ ェ ロ モ ン の一成分で あ る EZ ( 図 l

参照) が単独で も 卜 ピ コ パチ を誘引で き る こ と が明 ら か

と な っ た (図 4) 。 し か も ， こ の成分 は ホ ソ へ リ カ メ ム
シ を 全 く 誘引 し な い (図-4) 。 し た が っ て ， 本 物質 を 利
期 す れ ば， 筈虫で あ る ホ ソ へ リ カ メ ム シ を誘引す る こ と
な く ， 天敵であ る ト ビ コ パチ だ け を ダイ ズ 圃 場 に 誘引す
る こ と が可能 と 考 え ら れた (MIZUTANI et a1 . ，  1997) 。

3 ダ イ ズ 園 場 に 処理 し た EZ が ト ビ コ パ チ の 寄生活

動 に 与 え る 影響

そ こ で， EZ を ダ イ ズ 圃 場 に 処理 し ， ト ピ コ パチ と ホ

ソ へ リ カ メ ム シ の 密度 お よ び ト ピ コ パチ の寄生率 を ， 合

成 フ ェ ロ モ ン (3 物質の 混合物) を 処理 し た 圃場 お よ び

EZ 
EE 
M I  

対11日

14 12 10 8 6 4 2 0 0 1 0  
3 日 当 た り 事lìj1f数(平均他 + 標準誤差) 3 EI 当 た り 捕獲数 (平均値+ 標準誤差)

図 - 4 ホ ソ へ リ カ メ ム シ 合成集合 フ ェ ロ モ ン と そ の 成分
Ii'.休 に よ る カ メ ム シ 成I}! と 卵寄生蜂カ メ ム シ タ マ
ゴ ト ピ コ パチ の誘引

同 じ 添 字 は 5% レ ベ ノレ で 有 志 差 が な い こ と を 示 す
(Tukey-!(ralllel 法) (MIZUTANI el al . ，  1 997 よ り l .

表 - 2 合成集合 フ ェ ロ モ ン を誘引i1f，i と し た 粘若 ト ラ ッ プ に よ る カ メ ム シ タ 7 ゴ ト ピ コ パ
チ の総指Iì�些数川 (1994)

夏 ダ イ ズ闘場 秋 ダ イ ズ|劃場 悶場外

フ ェ ロ モ ンb' 対照 フ ェ ロ モ ン川 対!!� フ ェ ロ モ ン同 対照
雌IVt虫 2 . 2'1 土 0 . 66・ 0 . 3 1 :土 0 . 10 2 . 42 ::t O . 6デ 0 . 1 8 士 o . 09 7 02::t 2 08' 0 . 04::t 0 . 04 
3jf成虫 0 . 28 土 0 . 13 ns 0 . 55 ::t  0 . 20 O . 1 1 ::t  0 . 06 ns o. 1 1 士 0 . 06 0 . 06 ::t  0 . 03 ns 0 . 02 土 0 . 02

叫 3 日 当 た り の誘殺数 (平均値 土 事担当主誤差) ， b' ・ : 対照 ト ラ ッ プ と の問 に 5% レ ベ ノレ で有
%1�l2あ り (t 検定) ， ns 有芯王監 な し.
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図 - 6 合成 フ ェ ロ モ ン お よ び そ の成分 を 処理 し た ダ イ ズ

圃場 に お け る ホ ソ へ リ カ メ ム シ 成 虫 の 株 当 た り 個

体数の推移 (水谷 ら ， 1999) 
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図 - 5 合成 フ ェ ロ モ ン お よ び そ の成分 を 処理 し た ダ イ ズ

圃場 に 設置 し た 吸引 粘着 ト ラ ッ プ に よ る カ メ ム シ

タ マ ゴ ト ピ コ パ チ 雌成虫の平均捕獲数の推移 (水

谷 ら ， 1999) 
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明 な点、が多 く ， そ の誘引効果 を 防除技術 に 利 用 す る た め

に は ， 集合 フ ェ ロ モ ン の機能 を 解明 す る こ と が不可欠 と

思わ れ る 。 ホ ソ へ リ カ メ ム シ で は 2 齢幼虫が誘引 さ れ る

こ と に 注 目 し て ， そ の機能 を 明 ら か に す べ き で は な い か

と 考 え て い る 。

ホ ソ へ リ カ メ ム シ が雄成虫 と 合成 フ ェ ロ モ ン の い ずれ

に も 誘引 さ れ る の に対 し ， ト ピ コ パ チ は雄成虫 を誘引源

と し た 場合， 合成 フ ェ ロ モ ン (EZ) に 比 べ て 誘殺数が

少 な し 対照 と 有意 な 差 が 認 め ら れ な か っ た (水谷，

2001 ) 。 ま た ， ホ ソ へ リ カ メ ム シ は ， 合成 フ ェ ロ モ ン (3

物 質 の 混 合 物) だ け で な く ， そ の 一 成 分 で あ る MI

(図一1 参照) の み に も 誘 引 さ れ る ( 図 4) 。 こ れ ら の 事

実 は， LEAI. et al .  ( 1995) に よ っ て 同定 さ れ た 合成 フ ェ

ロ モ ン の成分 ま た は そ の構成比が実際の フ ェ ロ モ ン と 異

な る 可能性 を 示唆 し て お り ， 今後 フ ェ ロ モ ン の 成分比 を

再検討す る 必要 が あ る と 考 え て い る 。

ホ ソ へ リ カ メ ム シ 集合 フ ェ ロ モ ン の 一成分 で あ る EZ

は， ト ピ コ パ チ だ け を ダ イ ズ圏場に誘引 し 密度 を 高 め る

こ と がで き る こ と か ら ， 新 し い タ イ プの 防除素材 と し て

の利用が期待で き る 。 ト ピ コ パチ の 寄生率を安定 し て 高

一一一 19 一一一

無処理 の 圃場 (対照) と 比較 し た 。 通常， 夏 ダ イ ズ の場

合， ト ビ コ パチ は ホ ソ へ リ カ メ ム シ が ダ イ ズ 園場 に 飛来

す る ダイ ズ の 開花期か ら 爽伸長期 (6 月 中~下旬) に 圃

場 に 飛来 す る (水谷， 2001 ) 。 し か し ， EZ お よ び合 成

フ ェ ロ モ ン を処理 し た 圃場 で は ， ダ イ ズ の 開花期 よ り 前

に 卜 ビ コ パ チ が圃場 に 誘 引 さ れ た ( 図 5) 。 こ こ で， 合

成 フ ェ ロ モ ン処理圃場 で は ， ト ビ コ パチ だ け で な く ホ ソ

へ リ カ メ ム シ も 通常 よ り 早 い 時期 に 誘引 し て し ま う の に

対 し ， EZ 処理圃場で は ホ ソ へ リ カ メ ム シ は誘引 さ れ な

か っ た ( 図-6) 。 し た が っ て ， EZ を ダ イ ズ 闘 場 に 処理

す る こ と に よ り ， 天敵で あ る ト ピ コ パチ だ け を カ メ ム シ

が飛来す る 前 に ダイ ズ 圃場 に誘引 で き る こ と が立証 さ れ

た (水谷 ら ， 1999 ; 水谷， 2001 ) 。 一 方， ト ピ コ パ チ の

寄生率 は ， 雌蜂の 密度が高 ま る 秋 ダ イ ズ で は EZ 処理圃

場で対照 に比べて 高 く な る 傾向が見 ら れた が， 夏 ダ イ ズ

で は差が な く ， そ の効果 は 不安定で あ っ た (図 7) 。

ま だ ま だ不カ メ ム シ類の集合 フ ェ ロ モ ン に つ い て は ，

わお
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図 - 7 合成 フ ェ ロ モ ン お よ び そ の成分 を 処理 し た ダ イ ズ

圃場 に お け る カ メ ム シ タ マ ゴ ト ピ コ パ チ の寄生率

の推移 ( ホ ソ へ リ カ メ ム シ卵 を人為的 に 設置)

同一調査 日 の 同 じ添字 は 5% レ ベ ル で処塑圃場聞 に

有 意 差 が な い こ と を 示 す (x2 検 定) ， (水 谷 ら ，

1999) . 

し学 界 たムムj
üSCOPE/IUP AC 内分泌活性物質国際 プ ロ ジ ェ ク ト お

よぴシ ン ポ ジ ウ ム開催案内
SCοPE/ICSU (国際科学連合評議会環境問題科学委

員会) と IUPAC ( 国 際純正応用 化学連合) は 地球的規
模で， 内分泌か く 乱問題 に 関す る 最新 の膨大 な科学的知
見 を 厳密 に評価 し， 包括的な現状把握 と 対処法 を提案す
る た め ， 共 同 し て 「 内 分泌活性物質 の 環境 に 対 す る 影
響 : そ の 科 学 の 現状 と 将 来 の 課題J プ ロ ジ ェ ク ト を
2000 年 4 月 発足 さ せ ま し た ( プ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ ー :
国 際純正応用 化学連合 環境問題上級顧問/ (財) 化学物
質評価研究機構技術顧問 宮本純之) 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト
の 中 間 報 告 会 と し て ， 2002 年 11 月 17�21 日 に 横 浜
(パ シ フ イ コ 横浜) で以下の 4 領域 に ま た が る 合計 50 を
超 え る テ ー マ に つ い て ， 米， 英， 悌， 独， デ ン マ ー ク ，
ス イ ス ， オ ラ ン ダ， イ ス ラ エ ル， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド ， 日
本 な ど か ら 選抜 さ れた 60 名 の 専門家 を 招耳号 し た シ ン ポ
ジ ウ ム と ， 以 下 の 6 ワ ー ク シ ョ ッ プが 同 時 開催 さ れ ま
す。 (早期登録期限 本年 8 月 15 日 )

め る た め に は ， 本寄生蜂の 寄主探索行動 を解明 し ， フ ェ

ロ モ ン に誘引 さ れた 後の， 雌蜂の 寄生活動 を 高 め る 必要

が あ る 。 ま た ， 餌 や 代 替寄 主 の 提供， 雌蜂 の 大量放飼

等， 他の方法 と 組み合わせ る こ と に よ っ て 雌蜂 の寄生活

動 を 高 め る こ と も 検討す る 必要 が あ る 。 さ ら に ， ホ ソ へ

リ カ メ ム シ集合 フ ェ ロ モ ン が寄主範囲 の 広 い ト ピ コ パチ

の寄主探索過程 に お い て ど の よ う な役割 を 果 た し て い る

の か を 明 ら か に す る こ と に よ っ て ， カ メ ム シ と 卵寄生蜂

の寄主 ・ 寄生者関係 の 成立要因 を 明 ら か に す る こ と がで

き る の で は な い か と 考 え て い る 。
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